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はじめに 

 
水田魚道は、生物多様性に寄与する手法として近年、全国各地でその取り組みが進められて

おりますが、中国四国地域においてはまだ取り組みが少ない状況にあります。 

水田魚道に関するワークショップ（以下「ワークショップ」という。）は、事例紹介などを通

じて、知識の共有を図り、知見を深めることを目的に平成２０年２月に４名の委員を構成員と

して設立しました。 

平成２２年度までに６回のワークショップの開催を重ね、ここに「水田魚道に取り組むため

の手引き～水田魚道はなぜ楽しいか～（以下「本手引き」という。）」を取りまとめるに至りま

した。 

環境との調和に配慮した農業農村整備事業の実施については、「農業農村整備事業における生

態系配慮の技術指針（平成１９年２月（社）農業土木学会）」、水田魚道の施工に関する技術資

料については、「水田魚道づくりの指針」（平成２２年３月(社)農村環境整備センター）が発行

されていますが、本手引きでは、「これから水田魚道に取り組むにあたって、どんな取り組み方

や楽しみ方があるのか？」と考えている方を中心に、行政だけでなく、農地・水・環境保全向

上対策加入組織、ＮＰＯ法人、地域の自治会、子供会などの方などに活用していただけるよう、

水田魚道の楽しみ方についての視点で作成しております。 

本手引きには、水田魚道をきっかけに、生き物への効果だけでなく地域の伝統文化を復活さ

せた実例などを紹介しており、本手引きを参考に地域にあった楽しみ方を見つけて、地域の生

き物を再発見し、楽しんでもらうことによって地域にどのようなメリットをもたらすことがで

きるかを考えてもらうことを期待しております。 

水田魚道の取り組みは発展途上であるため、本手引きについても引き続き、水田魚道の取り

組みを実施した方などからの意見を踏まえ、よりよいものにしていきたいと考えております。 

最後に、本手引きを取りまとめるにあたり、貴重な意見を頂いたワークショップの委員、参

加者の方々には、厚く御礼申し上げます。 
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